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と、一市民が仲間の市民のあとお で祖国の君 につくものである。前者において留意すべきは、ある国家をうばいとるとき、征服者が当然すべき加害行為を決然と一気呵成におこない、日々それをむしかえさ いことである。むしかえさないことで人心をやすらかにし、恩義 ほどこして民心をつかまなく はならない。九市民型の君主国
市民型の君主国とは、一市民が極悪非道などのゆるしがたい暴力で君主になるのではなくて、ほかの市民

















































































































































































にたいする好意的な記述がみられる。マキァヴェッリはその国家を広大な領土へひろげていくローマを、狭小な国土にその版図をおさえておくスパルタ・ヴェネツィアよりもたかく評価した。人間のことがらはすべて流転してやまな ものであり、のぼり坂にあ か、くだり坂にあるか どちらかしかありえない。後者は「必要（
necessità ）」にせまられて拡大しなければならなくなると、国家の基礎がゆらいで崩壊するであろう。また、












































結権、終審裁判権、最上級官職保有者任免権、課税権、恩赦権、貨幣鋳造権、忠誠誓約要求権は立法権に包含される。臣民全員か一部の個人に法を付与しうる君主が、自分よりも高位か対等のものから法をうけとるならば、もはや主権者ではありえなかった。ボダンは主 者と臣民の完全な分離を前提としつつ、法を主 者からの一方的命令として把握している。ボダンがのぞま いとみなした主権者は君主であった。国家の最大の要諦すなわち主権という権力は厳密に うと、君主政においてのみ存続 うる。一国において主権者は一人でしかありえ いからである。
ボダンの主権論はのちに王権神授説というかたちで流布することとなる。現代でもさまざまな内憂外患がた
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